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大学博物館の現実と未来
明治大学刑事博物館　1996年度の事業
伊　能　秀　明
はじめに
　明治大学刑事博物館は、1929（昭和4）年4月に設立以来、今日に至るまでさまざまな
博物館事業を行ってきた。近年は、市民からもっとも要請度の高いと思われる教育普及活
動に重点的に取り組み、21世紀に向かって大学博物館の開放を一層促進する新たな試みを
重ねている。
　その試みの一環として、1996（平成8）年度に行った事業の一端をここに報告する。本
稿が、本館の活動についてご理解を深めていただく一助となるとともに、望ましい博物館
の姿を考え、より活力にあふれ充実した生涯学習・教育の未来を切り拓くために少しでも
役立つことを祈念したい。
第1　本館の理念・目的
　明治大学学則（1949年4月1日施行）の第64条第1項に、「本大学に次の附属研究機関及
び附属施設を置く。」と定められ、第3号の規定に基づいて、刑事博物館、考古学博物館、
商品陳列館の3つの大学博物館が設置されている。そして第64条第2項に基づき、「明治大
学博物館規程」（以下「規程」という。）が制定され、規程第2条は、3博物館の目的を次
のように定めている。
　　第2条　博物館は、遺物、商品、資料等の収集、整理、保存及び展示を行い、明治大
　　　　　　学（以下「本学」という。）の学生、教職員、校友並びに一般公衆の利用に供
　　　　　　し、教育・研究に資するための事業を行うことを目的とする。
　そして規程第3条は、本館の事業を次のように定めている。
　　第3条　明治大学刑事博物館は、前条に掲げる目的を達成するため、次の事業を行う。
???﹇」??刑事関係資料の収集、整理、保存及び展示
歴史関係資料の収集、整理、保存、閲覧及び展示
前2号に関する調査及び研究
収集資料の目録、資料集及び年報等の研究報告書の作成並びに頒布
収集資料に関する解説並びに講習会、研究会及び講演会等の実施
寄託資料の整理、保存、閲覧及び展示
その他必要と認められる事業
　本館は、博物館法ならびに規程の趣旨に従い、資料を集めて活かすこと（収集保存機能
Collection＆Keeping）、調べること（調査研究機能　Research）、その成果を広めること
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（教育普及機能　Extension）という、いわゆる博物館の3大機能の促進を基本的活動方針
とする（図「博物館の3大機能」参照）。そして大学の開放の理念に基づき、生涯学習に資
するための事業を行うことを目的としている。
博物館の3大機能
教育普及
収集保存
　っぎに、1996年度事業計画の説明資料から重点的事業について簡単に説明する。
（1）内藤家文書の完全な移管　　収集保存一
　　現状一かつて刑事博物館が図書館庶務課に属した関係から、内藤家文書は帳簿で
　　　　　　は図書館の所蔵である。しかし刑事博物館の保管・活用を実態としている。
　　事業一本学図書館から除籍して頂き、「刑事博物館所蔵」に完全移管を実現する。
　　目的一所蔵関係を資料の保管・活用の実態と一致させ、一層の活用を図る。
（2）博物館実習生の受け入れ一教育普及1一
現状
事業
大妻女子大学・京都女子大学・創価大学・千葉大学から実務実習生の委託、
および関西大学等からの見学実習生等、合計275名を受け入れてきた。
本学の学芸員養成課程から、はじめて正式に博物館実習生を受け入れる。
大学博物館として学生のために一層の活用を促進する。
　　内容一期間等は後掲のとおり。実習期間中の博物館業務の補助を実習課題とする。
（3）常設展示等の再検討一教育普及2一
　　現状　　1985年に大学会館へ移転し新規開館して以来12年目を迎え、常設展示およ
　　　　　　び展示パネル等を再検討する必要性が生じている。
　　事業一常設展示コーナーの解説リーフレット、パネル等を新たに作成する。
　　　　　　　　　　　　（「1996年度の明治大学刑事博物館事業計画」説明資料より）
第2　博物館入門講座「「万葉集』事始め」の共同開催
　　　皆様こんにちは。
　「白雲なびく駿河台」の明治大学にようこそお越し下さいました。私は、この入門講座
の主宰講師の伊能と申します。本日から最終回までの間、皆様とご一緒に勉強して参りま
すとともに、コーディネーター役をっとめます。どうかよろしくお願い致します。
　開講にあたり、ひとことご挨拶を申し上げます。
《「明治大学ルネッサンス」と大学博物館》
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　現代の我が国および国際社会は、大きな変動の時代を迎えております。しかしながら、
目前に迫る21世紀の社会は、人類の歴史の到達点として、物質的な繁栄だけでなく、文化
的に、自然的にあるいは社会的にも豊かな生活を楽しむことができる、平和な世界であっ
て欲しいものであります。
　明治大学は、明治14（1881）年1月明治法律学校として開校以来、今日まで116年にわた
る歴史と伝統の中で、我が国の教育研究の発展に輝かしい貢献を果たしてまいりました。
　現在は、「明治大学ルネッサンス」を合言葉に、より一層の飛躍を目指しています。
　本大学には、刑事博物館・考古学博物館・商品陳列館の3博物館があります。3館はそ
れぞれ特色をもち、ひろく一般に公開されています。
《博物館の入門講座》
　私たち明大博物館は、建学の精神である「同心協力」をモットーとして、参加者の皆様
方と「同心協力」してともに学びつつ、平和で文化的な21世紀社会の礎をともに築いてゆ
く試みの一つとして、1995年から博物館入門講座を開講しております。
　この講座は、熱心な参加者の皆様から幸いにご好評を博していますが、このたび新しく
博物館入門講座「『万葉集』事始め」を開講致します。
　博物館で働く私たちは、考古遺物・伝統的工芸品・歴史資料などの収集、整理、保存お
よび展示を行い、これらを利用に供し、教育・研究に資するための事業を行うことを役目
としています。
　この入門講座は、人類の誕生から今日に至る歴史の中で、興味深い一こまを採り上げ、
明大博物館が持つさまざまな資料を活かしながら、参加者の皆様とご一緒に考え育てる、
事始め的講座です。
《講座への誘い》
　3博物館には、総計30万点を超えるさまざまな博物館資料が保存されています。
　これらの資料は、いわば人類の知的遺産ないしは教訓ともいうべき「モノ」であります。
　そしてそれぞれ専攻する学問を主たる道具として、これらの資料を常日頃扱うのが、我々
学芸員の仕事であります。このようなモノを通して培った経験を踏まえて、学問的成果に
基づいたお話をさせて頂き、学芸員としての社会的な要請に応えて参りたいと考えており
ます。
　この「「万葉集』事始め」では、できるかぎりわかりやすくお話をして頂くことになって
います。各講義の一回一回が、それぞれに皆様を知的な冒険の旅へといざない、より一層
充実した生涯学習生活をお送りいただく糧となることを願ってやみません。
　とはいうものの、皆様には高額の受講料をご負担いただきました。これらはすべて明治
大学の学生諸君の教育研究の向上に活用される予定です。皆様のご芳志に厚くお礼申し上
げます。
　会場を眺めますと、皆様の中にあるいは「先生」と呼ばれる方とか、学習グループのリ
ーダーの方とか、おそらくいらっしゃると存じます。そのような方には、時として講義が
回りくどく感ぜられたり、あるいは退屈を覚えるかもしれません。ここには古典文法を云々
できる専門家もおりません。
　この点は、入門講座の性格に免じて、どうかご寛容ください。あらかじめ各講師の講義
について、ポイントを若干ご紹介しておきます。
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　黒沢学芸員には、第3回であおによし奈良のみやこ、第7回であまざかるヒナ（鄙）に
ついて、すなわち「みやこ」と「ヒナ」の空間について述べていただけると思います。
?
（人麻呂）＼、
　　　、城建
根間邑
（犬養孝r万葉の旅（上）』社会思隠社より｝
第4回の島田学芸員には、万葉びとがどんな食べ物を口にしていたか、万葉のくらしの一
端を語っていただきます。
　第5回の外山学芸員には、著名な万葉学者折口信夫の描いた古代の世界像について、一
端を話していただきます。
　第6回、紅一点の岩本学芸員には、遠い旅をして辺境で守りについた防人の歌などから、
万葉びとの空間移動について語っていただきます。
　第9回の熊野事務長には、伝説の乙女といわれる真間手児名はどんな女性だったか、お
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話していただきます。
　それぞれの講義で、どんな話、どんな資料がでてくるか、今から大いに期待されます。
　ちなみに前半の第1回から5回までは、総論的な講義です。さらに後半の第6回から第
9回までは各論的な講義です。そして最終回は、皆様自身がこの演壇に立って、万葉集を
歌いおさめる回です。
　こう申し上げると、1回から9回まで皆勤して、最後は面倒だから休もうなどと思われ
る方も無きにしもあらずでしょうが、3月下旬には万葉びとの真・善・美について、きっ
とご理解を深めていただけると信じております。
　また机は、あえて向かい合わせのテーブルを使用しています。少々窮屈かもしれません
が、資料をさまざまな角度から見て・触れて・感じていただき、新しい発見の喜びを共有
して頂ければ、という気持ちから、こうした配置にしております。俗に「袖振り合うも他
生の縁」とか申します。お隣同士が、気がねなくお話し合いに花が咲けば、また幸いに思
います。
　以上が、この入門講座の開催主旨でございます。　　　　　（開講式における挨拶より）
第3　博物館実習生の受託一刑事博物館における博物館実習の受託・指導の実態一
1．実習生受託の背景説明
　刑事博物館が、1996年に本大学の博物館実習生を受託した背景は、およそ下記のとおり
である。
（1）博物館事務室職員および学芸員養成課程教員（以下それぞれ「博物館」「課程教員」とい
う。）との会議において、課程教員から下記のような提案があった。
　①博物館事務長および学芸員資格を有する職員に対して、文学部兼任講師を委嘱し、博
　　物館実習生の指導を依頼したい。
　②実習生の指導期間は、1人あたり4日間としてほしい。
　③授業時間枠は、便宜的に土曜日の午後に1コマ分設定する。
　④待遇は、外来の兼任講師と同様とする。
（2）博物館は、この提案を了承した。
（3にの案件を教務委員会に報告したところ、ある学部の委員から下記のような異議が出さ
れた（以下、①～③は課程教員から伝聞による）。
　①公務員である兼任講師が、かつて土曜日の午後に授業時間枠を設定した。しかし実際
　　には、平日の昼間に授業を行っていた。このことが文部省から問題視され、改善指導
　　を受けたことがある。
　②この前例があるので、博物館に兼任講師を委嘱する件については、便宜的にも土曜日
　　の午後に授業時間枠を設定するべきではない。
　③こうして、この案件は再審議となった。
（4にの結果を受けて、課程教員から改めて下記のような提案があった。
　①すでに教務委員会に、博物館が実習生を受託・指導することを報告した。もはや実習
　　生の受託を撤回することはできない。
　②授業時間枠は、形式的に平日の昼間に1コマ分設定する。
　③この場合も、実習生の指導期間は、1人あたり4日間としてほしい。
39
　④待遇は、「教諭・職員が兼任講師を兼ねる場合の手当支給基準」（例規第87号）により、
　　当初提示した月額の4分の1程度となる。
　⑤上記の条件を承諾して欲しい。（その際、とくに次のような発言があった。「名（引用
　　者注・「兼任講師」の肩書をいう。）を取るか、実（注・講師手当をいう。）を取るか、
　　どちらかだ。でも実（講師手当）はないから、名（肩書）を取るしかないな。」）
（5にの再提案を受けて、博物館は下記のとおり回答した。
　①1996年度の実習生の受託・指導については、やむをえず課程教員の提示した条件を了
　　承する。
　②ただし1997年度の実習生の受託にあたっては、より良い待遇となるように要望したい。
　　1997年度カリキュラムの編成までに、待遇改善について課程教員に最大限の努力をして
　　ほしいと申し入れた。にもかかわらず、課程教員に誠意の見えなかったことを遺憾に思う。
2．博物館実習の実態
（1）指導時間数および学生数
　刑事博物館が、1996年度に受託・指導した博物館実習の実態は、下記のとおりである。
　1996年度学芸員養成課程授業予定表では、授業時間は火曜日の4時限に1コマと登録さ
れている。
　しかし実際の指導期間は、実習生1名あたり月曜日から木曜日までの4日間である。1
日につき午前9時30分から午後5時までの7時間30分を担当した。（但し11時30分から12時
30分は休憩時間とする。）ゆえに実習生1名あたりの延べ指導時間は、30時間である。学生
数は、24名である。
　この事実は、『1996年度シラバス・学芸員養成課程授業計画』の205頁に明記されている。
博物館実習III
　授業の概要・目的
付属博物館の学芸員の指導監督のもとで、博物館の実務を体験的に実習する。
2．授業計画・進行予定表
　文学部日本史学専攻、同卒業者、法学部法制史専攻者は刑事博物館、文学部考古学専
攻及び同卒業者は考古学博物館、その他は商品陳列館で4日間の実務実習を行うのを原
則とする。一部、学外の指定の博物館で実務実習する場合もある。
3．履修の留意点・成績評価の方法
　4日間終日にわたる集中的な実習である。遅刻・早退・欠席は認められない。
それぞれの実習の日程については、追って掲示する。
4．教材・参考書等の掲示
博物館実習1と同じ。
（『1996年度シラバス・学芸員養成課程授業計画』より）
　1週あたり30時間の実習指導を、7週間にわたって行った。ゆえに、総指導時間は、210
時間である。なお、指導期間および学生数を下掲の表「1996年度　刑事博物館の実習生受
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入れ」に示した。
表「1996年度　刑事博物館の実習生受入れ」
週 日　　　　程 学生（■男子　○女子）
① 9月30日（月）～10月3日㈱ ■　　○○0　　　4名
② 10月14日（月）～10月17日休） ○○0　　　3名
③ 10月21日（月）～10月24日㈲ ■■　○○0　　　5名
④ 10月28日（月）～10月31日㈲ ■■　00　　　　4名
⑤ 11月18日（月）～11月21日困 圏■　○0　　　　4名
⑥ 11月25日（月）～11月28日㈱ ■■　0　　　　　3名
⑦ 12月5、6、9、10日 0　　　　　1名
計 7　　週 ■9名　015名　計24名
3．実習生受託の法的背景
　博物館法施行規則第1条は、
　　博物館法（昭和26年法律第285号、以下「法」という。）第5条第1項第1号の規定により
　　大学において修得すべき博物館に関する科目の単位は、左の各号に掲げるものとする。
と定め、博物館学、教育原理、社会教育概論、視聴覚教育および博物館実習の単位数が法
定されている。
　博物館実習は3単位とされ、第1条第2項に、
　　前項第5号の『博物館実習』の単位は、法第2条第1項に規定する博物館又は法第29
　　条の規定に基づき文部大臣又は都道府県の教育委員会の指定する博物館に相当する施
　　設（大学においてこれに準ずると認められた施設を含む。）における実習により修得す
　　るものとする。
と定めている。
　刑事博物館は、法第29条による「博物館に相当する施設」である。
　また従来より学芸員養成課程から実習生の受託・指導を要請されていた。
　ゆえに、法令および学芸員養成課程の依頼に基づいて受託した実習生の指導は、大学付
属博物館として重要な事業のひとつといえる。
　しかし現状は、博物館にとってきわめて過酷な条件のもとに博物館実習生の受託が行わ
れている。実習にかかわる教育環境の未整備は、博物館にとっても実習生にとってもゆゆ
しき問題である。
4．問題点一総務担当理事通知との抵触一
　博物館は、上記のとおり実習生1人あたり4日間の受託・指導を行った。
　私見によれば、教務委員会である学部の委員が指摘したような観点から、博物館実習の
受託問題を律することはきわめて不適当である。なぜなら、公務員である兼任講師は、1
週あたり1コマの登録時間について1コマの授業を担当したにすぎない。これに対して博
物館では、1週あたり1コマの登録時間について30時間の実習指導を担当したのである。
ゆえに、両者を混同して論ずるべきではない。さらに学芸員課程を履修する理工学部生は
きわめて僅少であり、その学部の委員は、博物館実習の内容をほとんど理解されていない
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のではないかと推測される。
　ところで、1986（昭和61）年1月の総務担当理事からの通知によると、職員をその勤務
時間内に兼任講師として委嘱する場合、1週につき2時間を限度とするとされている。
　博物館実習の実態は、この通知に明らかに抵触している。
　本稿では、このような現状について報告するものである。同時に、この問題をより望ま
しい状況に改善してゆく方策として、責任ある部署長に対して下記の事項について検討を
要望する次第である。
　第1に、博物館では、従来から学芸員の専門職としての位置付けを要望している。博物
館実習に関する諸問題を解消し、かつその受託を円滑に行うには、専門職制度の確立は不
可欠であろう。
　第2に、1996年10月29日付で「各種授業等の手当て支給基準の一部を改正する基準」が
制定された。専門職制度の確立まで当面の間は、この規定を準用して、手当てを支給する
ことなども検討していただきたい。
　なおこの件に関して、教職員組合が開いた職場懇談会において実情を説明したところ、
改めて文書として提出するように依頼されたので、1997年3月18日付で「刑事博物館にお
ける博物館実習の受託・指導の実態について」と題して提出した。さらに3月31日付で若
干増補した文書を教職等課程事務室に提示した。また資料として、1996年度の授業予定表
およびシラバスの写し、人厚発60第119号「職員を兼任講師として委嘱する場合の制限につ
いて（通知）」を添付した。
　ここで博物館組織再編成のための一試案を提示したい。日本私学振興財団の私立大学等
経常費補助金特別補助配分基準によると、III研究推進特別経費の配分基準は下記のとおり
とされている。
III研究推進特別経費
1　研究所
　次の要件の全てを満たしている研究所を設置している大学等に対し、その所要経費
の1／2以内を25，000千円を限度に増額するものとする。
①専任教員がいること。ただし、兼任教員の場合にあっては、研究体制の整備状況
　等を勘案し財団が認めたもの
②設備後3年以上であること。ただし、別表のとおり調整するものとする。
③当該研究所の設置に関する規程があること
④研究成果を集録した紀要等を作成していること
　別表
設　置　後　年　数 調　整　率
設置後5年以上
@〃　4年
@〃　3年
V　2年以下
100％
W0
T0
O
（日本私学振興財団の私立大学等経常費補助金特別補助配分基準による）
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　本大学の場合、人文、社会、科学技術の3研究所が設置されているものの専任教員が不
在である。そのため上記の要件のうち、「①専任教員がいること。」という要件を満たすこ
とができない。そこで博物館の学芸員を研究所の専任教員として任用したのち、博物館の
教育・研究に資するための事i業を行うことができるように関連規程を改正してゆく試案を
提示しておきたい。
第4　「明治大学刑事博物館目録」第58号　地方史雑誌目録　1996年度の発行
　明治大学刑事博物館は、昭和4（1929）年4月に創設された歴史博物館です。
　当初は、刑事法制を学ぶ学生に実物ないしは模型をもって教育することを目的として、
刑事関係資料の収集と展示を趣旨として開設されました。その後、大学創立70周年を契機
に昭和27（1952）年4月から資料収集範囲を拡大して、新たに近世法律文書および明治期
法制関係資料の収集を加え、現在資料総数は20万点を超えています。
　本館は、毎年260日ないし270日の間、無料で一般に公開されている生涯学習・教育のた
めの機関です。本館の見学および資料の閲覧を希望される方は、どなたでも見学・活用す
ることができます。
　この目録には、本館が所蔵する地方史関係文献等の大半を載録しました。
　この数年来、本館では、株式会社名著出版から多種多量の地方史関係文献等の寄贈を受
けております。株式会社名著出版は、社会に広く開かれた本館の性格を十二分にご理解下
さり、同社が刊行する『歴史手帖』に毎号掲載されている「地方史雑誌文献目録」（飯澤文
夫氏編）に採録された文献類等のほとんどを本館に寄贈してこられました。そのお陰で本
館は、地方で小部数発行された個性的な文献の収集を持続することができました。
　そこで本館は、同社のご厚意に応えるとともに、それらをひろく閲覧に供するため、そ
の目録の編集に努力して参りました。しかしながら、本館がなにぶんにもきわめて少人数
で運営される小規模な博物館である反面、寄贈された分量はきわめて膨大であるため、整
理・登録の作業にも思いもかけない長い年月を費やしました。
　このたび熱心で献身的な協力者を得て、ようやく原稿を完成し発行できる運びとなりま
した。こうして本館ならではの調査研究用ツールがまた一っ増えたことに深い喜びを禁じ
得ません。この目録は、閲覧者が本館の地方史文献を検索される際に必要最小限の所蔵情
報を提供するものです。けれども、この目録によって本館の地方史文献がより早く、広く、
簡単に活用していただけるよう願ってやみません。
　目録の編集は、学芸員の伊能秀明が監修し、整理・登録および原稿作成の万端について
は、嘱託学芸員の鈴木さおりおよび唱桂子の両名が担当しました。その準備段階では、本
館が受託した博物館実務実習生の諸君に手を煩わせ、整理に協力していただきました。こ
こにその所属大学（当時）および氏名を記して感謝の意を表したいと存じます（大学名・
氏名の50音順、敬称略）。
　　実務実習期間　1995年7月31日（月）～8月9日㈱　8日間
　　　大妻女子大学　小宮山舞　戸塚美穂　唱　桂子　山野裕美
　　　京都女子大学　山形敦子
　　　創価大学満田剛家森ゆかり
　　　千葉大学　成岡　毅
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　　実務実習時間　1996年9月9日（月）～9月13日㈹　5日間
　　　大妻女子大学　穐山千春　伊藤亜矢子　北地真子　熊澤優佳
　　　京都女子大学　福田香織
　　実務実習期間　1996年9月9日（月）～9月18日㈱　7日間
　　　創価大学香西芳子山崎和恵
　目録の発行にあたり、あらためて資料を寄贈してくださいました株式会社名著出版の白
鳥聡氏、ならびに種々お世話いただきました明治大学図書館の飯澤文夫氏に、心からお礼
を申し上げます。
　ちなみに本館所蔵の雑誌目録としては、本目録のほか、『明治大学刑事博物館所蔵雑誌目
録』（B5判、約60頁）が1994年度から発行されています。
　おわりに、この目録は希望者に実費頒布しております。お問合せあるいは目録記載上の
不備等につきましては、明治大学博物館事務室まで皆様のご連絡を賜れば幸いに存じます。
　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学刑事博物館目録』第58号の編集後記より）
第5　特別展覧会「ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・自由を考える　　」の開催にむけて
　　人権はいつでも人類の永遠のテーマ
　　　ヨーロッパ拷問展のご案内
～4月から刑事博物館でアジア初の一般公開～
■1本の電話から
　1996年9月某日、博物館事務室で電話のベルが鳴りました。
　「はじめまして、外務省の外郭団体で社団法人フロンティア協会と申します。宮城県の博
物館長さんから、明治大学に日本で唯一の刑事博物館があると教えていただき、お電話を
さしあげました。じつは、ヨーロッパの拷問具を展示する会場を捜しているのですが・・…・。」
　同協会の女性職員は続けて、「拷問具の展覧会は、社会的・文化的に意義が深く、日本で
はまず目にすることができない歴史的遺物です。展覧会をぜひとも実現したい一念で東奔
西走しております。力を貸していただけませんか？」
　協力できるかどうか熊野正也博物館事務長に相談して、もし無理なら他大学の博物館を
紹介してあげれば良いと考えて、
　「至急資料を送って下さい。」
と応えました。
■本邦初公開は「権利自由の揺藍」の本学で
　フロンティア協会（本部・千代田区）は、国際親善や文化交流を目的とする社団法人で、
1994年に米国から「スミソニアン博物館大宝石・ミネラル展」を招致し、札幌、仙台、秋
田、東京、名古屋、京都、大阪、福岡および沖縄などの大都市で巡回展を開催し大きな成
果を挙げたほか文化教育事業を中心に活動しています。
　数日後、分厚い資料の入った封筒が郵送され、さっそく事務長から川端博刑事博物館長
に報告したところ、
　「ぜひ本館で開催したい。」
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との意向が表明され、その日から博物館事務室では、120日間におよぶ交渉の日々が始まり
ました。
　展覧会の誘致に協力を要請した各部署の担当者は、明治法律学校設立の趣旨にある「同
心協力」の志で好意的に対応してくださり、1月20日の理事会に戸沢充則学長が提案され、
っいに刑事博物館とフロンティア協会ならびにイタリア中世犯罪博物館の主催による特別
展覧会の開催が決定しました。この決定に至るまでに、理事会の一部に拷問器具自体への
嫌悪感や開催承認に微妙な温度差が生じていたと伝えられ、館長が開催を悲観視する一幕
もありましたが、博物館事務長の行動力と熱意、関係部署の協力に加えて、かつて考古学
博物館長として大学博物館に深いご理解をもつ学長に強力にバックアップして頂きました。
この特別展は、「権利の自由の揺藍の」と校歌に謳われる本学が会場となることに格別の意
義があります。
■展示資料はイタリアの中世犯罪博物館から
　16、7世紀のヨーロッパでは、魔女とか異端の疑いをかけて無享の民衆を捕らえ、棲惨な
拷問の末に公開の場で処刑が行われたので、拷問具や処刑具は市民の日常生活にいっも恐
怖の影を落としていたといえます。
　展示する拷問具は、イタリアのフィレンツェ近郊の小さな町サンジミニャーノにある中
世犯罪博物館から輸送します。中世犯罪博物館は、人類の平等と平和を心から願う市井の
人々によって設立されました。同館では、15～18世紀にわたりヨーロッパで実際に使用さ
れた拷問具や処刑具あるいはその精巧なレプリカ、関連図書、絵画などを収集保存してい
ます。拷問の廃絶を求める彼らの情熱は、予想を超える早さで世界各地に広がり、1983年
フィレンツェを皮切りに欧州各地を巡回した展覧会はセンセーションを巻き起こし、1996
年前半は大西洋を渡り、メキシコシティでの展覧会は100万人を超える観客を記録したと伝
えられています。
　約200点の展示品を搭載した飛行機が東京空港に着陸する前に、数点だけ紹介しましょう。
ニュルンベルクの「鉄の処女」（15世紀原型の複製，写真提供社団法人フロンティア協会）
は、中世ドイツで用いられた死刑具。人を中に入れて立たせ扉を閉めると、内側に取り付
けた鋭い針が全身を刺し貫くように考案されていました（刑事博物館でも昭和初期の複製
　　　　　　　　　　　　　ナを保管しています）。「審問いす」（17世紀原型の復元、イタリア）は、宗教裁判でもっとも
頻繁に使われた拷問具。座席や背もたれ、ひじ掛けに付いた鉄の針を火で熱しておいて座
らせました。「さらし刑の樽」（18世紀、オーストリア）は、常習的な大酒飲みのこらしめ
に用いられ、汚物や汚水を溜めた樽を逆さにかぶせ、重りを釣り下げて肩に激痛を与えな
がら、公衆の面前を引き回してはずかしめました。このほか形状や大小のさまざまな拷問
具や処刑具、それらの使用法や拷問の光景を壮絶に描いた図版などが、アジアで初めて刑
事博物館に大集合します。
■学んで欲しい人権の歴史
　展覧会場は、開かれた大学・明治、白雲なびく駿河台の大学会館。スポットライトに照
らし出された拷問具の影にこそ、人権の暗黒史が潜んでいます。拷問具の数々は、権利自
由の抑圧の凄絶さを物語ります。「ノーモア・拷問」を訴える声なき声にどうか耳を傾けて
下さい。ヨーロッパ拷問の歴史を学び、「正義の鐘」を打ち鳴らす「健児の意気」を育んで
下さい。
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　1881（明治14）年「独立自治の旗」をかざして建学以来116年め、まもなく創立70周年を
迎える刑事博物館で、いよいよ人権の躁躍とその非人道性を問いかける一大イベントが始
動します。その準備作業においては、社団法人フロンティア協会の太田利彦常務理事なら
びに佐久間珠理職員に大変お世話になっていますが、それらの経緯についてはいずれ『明
治大学博物館年報』で報告する予定です。ともかくこの特別展が人権尊重のシンボルとし
て注目され、盛況となることを願ってやみません。明大人の皆様の温かいご支援をお願い
致します。
会期4月12日出～10月12日（日）
会場明治大学刑事博物館（駿河台・大学会館3階）
開　館　月曜～土曜　午前10時～午後7時
　　　　日曜・祝日　午前IO時～午後5時
主催明治大学刑事博物館／社団法人フロンティア協会
　　　中世犯罪博物館（イタリア）
後　援　外務省／文部省／イタリア大使館
　　　アムネスティ・インターナショナル日本支部
交通JR中央線御茶ノ水駅下車、西口から徒歩5分
休　　館　　5／11、　7／13、　8／11～17、　8／31
料　金　大人・大学生1000円／小・中・高校生500円
　　　　※団体（20名以上）
　　　　大人・大学生800円／小・中・高校生400円
　　　　※本学学生・教職員、博物館友の会会員は500円
　　　　※明治大学カード会員は800円
問合先　明治大学博物館事務室
電　　言舌　　03－3296－4431・444B
ホームページ　http：／／www．meiJi．ac．JP／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1997年3月発行「明治大学カード会報』6より）
　なお「ヨーロッパ拷問展」の開催期間中、月曜日から土曜日まで連日19時まで延長開館
することに伴い、博物館職員が交代で時差勤務を行う必要が生じた。その可否について、
理事会と教職員組合とで数度の折衝が行われた。
　組合の執行委員会は、理事会より提案のあった「ヨーロッパ拷問展」の開催にともなう
博物館事務室の特例時差勤務について、当該部署からの要望も踏まえて検討した。
　その結果、時差勤務は、協定通り2時間の範囲であり、絶対に他部署・他業務に波及し
ないことを確認したうえで、次頁の覚書を交わした。
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覚　書
学校法人明治大学と明治大学教職員組合は、職員の時差による勤務について、次の
とおり覚書を交換する。
1997年3月26日
学校法人　明治大学
　理事長岡村了一㊥
明治大学　教職員組合
執行委員長津守英夫㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　職員の時差による勤務時間は、昭和58（1983）年12月1日付けの協定で2時間の範
囲内となっているが、下記の件に限り特例として3時間の時差勤務を行えることとし
た。
　なお、この時差勤務時間の特例は、前例としない。
（1）対象者
②実施期間
（3）対象業務
博物館事務室の所属職員
1997年4月14日から1997年10月10日まで
ヨーロッパ拷問歴史展（仮称）の実施のため。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　　　　　　　　　　　　　（「明治大学教職員組合ニュース」より）
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…
．「「
1　　　　　　’　　圃体は20呂以上｝
斎明治大学の学虫・軟職嚥博鞠餉演の訟
余員509瞬鳳囎活犬学カード金員500胸ら
購明治穴掌rmUt博鶏餓
ヨーロッパの拷問展チラシ
「ニュルベルクの鉄の処女」
（15世紀原型の複製）
「畜問いす」
（1ア世紀原型の復元、 イタリア）
「さらし刑の樽」（18世紀、オーストリア）
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おわりに一建学の精神「権利・自由」をめぐって一
　本大学は、明治14（1881）年1月に権利・自由の旗を掲げて創立され、今年で116年めを
迎えた。また刑事博物館はまもなく創館70周年を迎えようとしている。
　折りしも国民の晩婚化・少子化傾向、学齢期人口の減少につれて大学に「冬」の時代が
到来している。大学間競争の激化に伴い、私立大学は経営難に陥り、やがて収支の破綻す
る私大も出現すると予測されている。
　このような社会的な趨勢のもとで、大学は個性化、教育研究の独自性を発揮することが
強く求められる。とくに私立大学では、あらためて建学の理想を想起し、創立の原点に立
ち帰って来し方を点検・評価し、21世紀の明治大学像を模索する作業が必要である。この
営為こそ、自校らしさ、明治大学らしさを再生助長するとともに、教育研究環境を活性化
させる有効な方策と考えられる。
　大学経営の難局にあたり、創立者の労苦を偲び、謙虚な心で建学の趣旨を熟読玩味した
のち、その現代化によって大学人に活性化をもたらし、より一層の発展を目指したいと考
えるのは、筆者ひとりではなかろう。このような想念にかられて前述した「ヨーロッパ拷
問展」の招致開催に汗を流しているつもりである。
　明治大学の刑事博物館は、博物館法に基づき文部大臣が指定した博物館相当施設である。
博物館法第4条第3項によれば、「博物館に、専門的職員として学芸員を置く。」と定めら
れている。
　本学には学芸員養成課程が特設され、「学芸員は、博物館資料の収集、保管、展示及び調
査研究その他これと関連する事業についての専門的事項をつかさどる」（法第4条第4項）
ことが講義されるとともに、大学博物館での博物館実習が課されている。毎年度100名前後
の履修生に対して、学芸員資格を認定している実状である。
　にもかかわらず、本学には学芸員の職制がない。「学芸員」と称しているものの単なる呼
称にすぎず、たとえば研究成果等を公表する際に体面を保たせる意味でこの呼称使用を認
めているだけである。はなはだ露悪趣味的な記述に堕したが、これが内実である。したが
って、博物館の職員は「学芸員」として任用されていない。業務の遂行は、個人的な努力
とモラルに支えられている面が多々あるのである。これこそ教育制度の上でもっとも大き
な矛盾である。
　この際、博物館の現状を聴取していただき、学芸員を養成する大学の付属博物館職員が、
「学芸員」として認められない矛盾に目を向けていただきたいと念願する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学教職員組合の半世紀』所収拙稿より）
（付記）1996年4月1日から新任の嘱託学芸員として唱桂子氏が着任した。また本館の学
　　　芸業務の推進に貢献された嘱託学芸員の鈴木さおり氏が、任期満了により1997年
　　　3月31日で退職された。3年間にわたる同氏のご尽力に感謝し、ますますのご健
　　　勝を祈念したい。1997年4月1日から新任の嘱託学芸員として福田香織氏が着任
　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いよくひであき）
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